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1.1 地磁気日変化(Sq: Geomagnetic solar daily quiet variation) 
[原因] 
1. 赤道域-中緯度 
    電離圏高度の中性風によって駆動
される電離圏電流 
2．オーロラ帯・高緯度 
















Elias et al., JGR, 2010 












































〇太陽F10.7指数(1947-2012年) ：1日平均値 (提供元：NGDC/NOAA) 
〇地磁気データ(1900-2012年)：1時間値、Kp指数(1932-2012年) ：3時間値 














































































    電離圏電気伝導度の大きさと起電力に比例する 
 BUEJ 
○電離圏伝導度(Σ)の変化 
   太陽活動依存性＝太陽放射(UV/EUV)の11年周期性 
     季節依存性＝地球の自転軸の傾きの効果 
       地磁気永年変化＝磁場減少による伝導度の増加 
○起電力(UxB)の変化 































































    1．電離圏電気伝導度モデル値を用いた定量的評価 





    F10.7指数とSq場の振幅との周波数・コヒーレンス解析をSq
場の振幅とMLT領域の風速との相関解析を行う 
    MLT領域の使用予定観測データ 
    ⇒MF、流星レーダー、信楽MUレーダー 
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